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各種のアレルギー性疾患の原因となるアレルゲン（抗原）に対する�
抗体（アレルゲンに対して体内で作られるタンパク質）の陽性率※を示しています。�

監修：日本赤十字社和歌山医療センター耳鼻咽喉科 部長�

※一般にアレルギー性疾患を持っている人では抗体の陽性率が高く、その値を測定することは原因アレルゲンを特定するのに役立ちます。�
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アレルギー反応によって起こる、つらい「くしゃみ、鼻みず、目のかゆみ」。その原因となるアレルゲン
にはハウスダスト・ダニやスギ花粉だけではなく、ペットの毛やフケ、カビなど色々なものがあります。�
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スギ（2月中旬～4月下旬）� オオアワガエリ（5～8月）� イ ヌ� ネ コ�
参考資料：榎本雅夫 他：通年性鼻アレルギー－その発症メカニズムと疫学－. 鼻アレルギーフロンティアVol.1（2）：24－29, 2001
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